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戦略的プロジェクト研究推進事業

「クロマグロ養殖の人工種苗への転換促進のための早期採卵
・人工種苗育成技術や低環境負荷養殖技術の開発」

研究概要図

共同研究機関

普及・実用化
支援組織



・天然資源量は乱獲等の影響によって過去最低水準で推移

・完全養殖には成功しているが、未だに生産効率が極めて低い

・養殖生産の急速な拡大による環境への多大な負荷が懸念

背 景

・天然種苗と比較して、種苗生産の開始が遅いため、冬場の生残率や成長が悪い

・疾病による種苗期の歩留まりが極めて悪い

・摂餌特性に合わせた適切な給餌方法が不明（経験則に基づく過剰な給餌）

現状と問題点

研究内容

クロマグロにおける
早期⼈⼯種苗供給システムの開発
⼤型陸上⽔槽を⽤いた早期成熟・産卵誘導
技術の開発

海⾯⽣簀における早期種苗の養殖適正の解明

⽣産性の⾼い早期種苗を安定供給する技術

種苗期の各種疾病の対策 給餌⼿法の低環境負荷型化
マダイイリドウイルス症等
ワクチンの開発

住⾎吸⾍症に対する投薬
⽅法等の開発

配合飼料における消化特性の解明

摂餌特性に応じた⾄適給餌⽅法の開発

⽣産効率の更なる向上 環境に配慮した養殖技術

我が国のクロマグロ養殖における人工種苗への転換促進、
環境に配慮した安全・安心なクロマグロ養殖生産

（水産研究・教育機構、長崎大学、マルハニチロ）

（水産研究・教育機構、長崎大学、長崎県総合水産試験場）

（水産研究・教育機構、近畿大学）

（近畿大学、水産研究・教育機構）

（水産研究・教育機構）

（水産研究・教育機構、日本電気）

クロマグロでは、
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